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IWC2026「SAKE 部門」ひろしま開催に係る基本合意書締結式を実施します 

（令和７年１１月１９日（水）１３：００～１３：３０） 

 

広島県酒造組合、広島県、関係市町は、吟醸発祥の地である広島の日本酒の魅力や付加価値の発信を目的に、

IWC2026「SAKE 部門」ひろしま実行委員会を令和７年 10 月 31 日に設立し、世界最大級の酒類品評会である、

International Wine Challenge「SAKE 部門」を、IWC Events Limited（英国）と共同開催します。 

開催に向けて、IWC Events Limited と実行委員会間で基本合意書締結式を実施しますので、報道機関の皆様

には、ぜひ、締結式を取材いただき、本県が世界に誇る日本酒の魅力の発信に御協力をお願いします。 

 

１ 基本合意書締結式 

（日  時） 令和 7年 11 月 19 日（水） 午後１時 00分から１時 30分まで 

（場  所） 広島県庁北館第１会議室 
（出席者 ） IWC Events Limited 代  表 Chris

ク リ ス

 Ashton
ア シ ュト ン

 

 IWC2026「SAKE 部門」ひろしま開催実行委員会 会  長 梅田
う め だ

 修治
しゅうじ

 （広島県酒造組合会長） 

  副 会 長   湯﨑
ゆ ざ き

 英彦
ひでひこ

 （広島県知事） 

  副 会 長         髙垣
たかがき

 廣徳
ひろのり

  (東広島市長） 
（同行者 ） 株式会社コーポ幸 代表取締役 平出

ひらいで

 淑恵
と し え

 （IWC アンバサダー） 

 IWC Events Limited  IWC Sake Event Manager 加藤
か と う

 由子
ゆ う こ

  

 日本酒造青年協議会酒サムライ事務局   入江
い り え

 啓祐
けいすけ

  

（次  第） 関係者紹介、署名者挨拶、基本合意事項の説明、基本合意書署名、記念撮影 

※ 締結式終了、質疑応答の時間を設けています。（英語通訳有） 

 

【基本合意書の主な内容】 

○ International Wine Challenge「SAKE 部門」審査会の共同開催及び審査会開催に向けた相互協力 

 

２ 実行委員会構成団体 

広島県酒造組合、広島県、広島市、呉市、竹原市、三原市、福山市、三次市、庄原市、東広島市、 

府中町、安芸太田町、北広島町、大崎上島町、神石高原町 

 

３ IWC2026「SAKE 部門」ひろしま開催スケジュール（予定） 

令和８年 5月 18 日（月）～21 日（木）審査会実施（会場：東広島芸術文化ホールくらら） 

※その他、審査会前後日程で歓迎レセプション、表彰セレモニー等併催行事を開催予定  

世界最大規模の酒類審査会 

International Wine Challenge「SAKE 部門」 設立 20 周年記念 

２０２６年５月広島開催決定！ 

【問合せ先】IWC2026「SAKE 部門」ひろしま開催実行委員会事務局 

（広島県 商工労働局 県内投資促進課 販路拡大支援グループ） 

TEL：082-513-3385  E-mail：syosokushin@pref.hiroshima.lg.jp 

たかがき  ひろのり 

別 紙 



【参考】International Wine Challenge「SAKE 部門」について 

2025 年にロンドンで開催された SAKE 部門審査会（写真提供：入江啓祐氏） 

 

 

１ 概 要 

 

International Wine Challenge（ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ・ﾜｲﾝ・ﾁｬﾚﾝｼﾞ）は、1984 年

に設立された、世界的に最も権威あるブラインドテイスティング審査会の

一つ。 

SAKE 部門は 2007 年に設立。日本国外で行われる SAKE 審査会としては

最大かつ最も影響のあるイベントの一つとされている。 

日本での開催は、2012 年東京、2016 年兵庫、2018 年山形に続き広島が４

回目で、2026 年は SAKE 部門の設立から 20 周年の節目の年となる。 

（2012 年の東京開催については、福島原発事故を受けての EU 輸入規制等の

リスク回避のため日本での実施となった経緯がある） 

 

 
２ 2025 年の実績 

 

○ 2025 年は 387 社（うち海外が 11 社）から 1,476 銘柄がエントリー。 

評 価 銘 柄 受 賞 者 

Champion Sake 七賢 純米大吟醸 白心 山梨銘醸株式会社（山梨県） 

Great Value Champion Sake 華秋田 株式会社北鹿（秋田県） 

Sake Brewer of the year － 株式会社新澤醸造店（宮城県） 

Prefecture of the year － 宮城県 

   

○ 広島県産日本酒のトロフィーの獲得状況(地域トロフィー含む） 

部 門・評 価 銘 柄 受 賞 者 

純米酒部門（地域トロフィー） 特別純米 雨後の月 十三夜 相原酒造（呉市） 

スパークリング部門（トロフィー） 賀茂鶴 スパークリング清酒 光壽 賀茂鶴酒造（東広島市) 

  



３ 審査方法・評価について 

 

○ 審査は「普通酒」「純米酒」「純米吟醸酒」「純米大吟醸酒」「本醸造酒」「吟醸酒」「大吟醸酒」「ｽﾊﾟｰｸﾘﾝｸﾞ」

「古酒」「熟成」の 10 部門（2025 年実績）。各部門でブラインドテイスティングによって行われる。 

○ 評価は「Gold（ｺﾞｰﾙﾄﾞﾒﾀﾞﾙ）」「Silver（ｼﾙﾊﾞｰﾒﾀﾞﾙ）」「Bronze（ﾌﾞﾛﾝｽﾞﾒﾀﾞﾙ）」「Commended（大会推奨酒）」

の 4 種類。Gold を獲得した出品酒の中で特に優れたものに「Trophy（ﾄﾛﾌｨｰ）」が与えられる（Trophy に

はわずかに及ばなかったものの高い評価を得た、産地が異なる次席の銘柄に授与される「地域トロフィー」

もある。）。 

○ SAKE 部門の最高賞として、各部門の Trophy 受賞酒の中から 1点に、「Champion Sake（ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ・ｻｹ）」の

称号が授けられる。 

○ 日本での小売価格が 1,500 円（税抜・四合瓶換算）以下、かつ生産量が 10 万本以上（四合瓶換算）とい

う優れたコストパフォーマンスを持った出品酒には「Great Value Sake（ｸﾞﾚｰﾄ・ﾊﾞﾘｭｰ・ｻｹ）」が与えら

れ、その中の 1 点が「Great Value Champion Sake（ｸﾞﾚｰﾄ・ﾊﾞﾘｭｰ・ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ・ｻｹ）」に選出される。 

○ 出品酒すべてが高評価を得た酒蔵は「Sake Brewer of the year（ｻｹ・ﾌﾞﾘｭﾜﾘｰ・ｵﾌﾞ・ｻﾞ・ｲﾔｰ）」として

表彰される。 

○ 2024 年からは、エントリーした酒蔵が優れた総合成績を収めた都道府県に対して「Sake Prefecture of 

the Year（ｻｹ・ﾌﾟﾘﾌｪｸﾁｭｱ・ｵﾌﾞ・ｻﾞ・ｲﾔｰ）」が授与されている。長野県（2024 年）、宮城県（2025 年）が

受賞。 

 

  


